
一般財
団法人

https://nikkoren.net/

4月号　毎月25日発行

　（₁）　第₈₃₃号 （昭和₂₆年₄月₂₈日第三種郵便物認可） 退　職　公　務　員　新　聞 令和₃年（₂₀₂₁年）₄月₂₅日（日）

受ける年金は先達の努力に負う

制度を孫に伝えていこう
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要望活動 大分県本部、由布・日田・玖珠
支部の皆さん。マスクをとって写真撮影

　
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を

衝
け
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て

２
ヶ
月
。
渋
沢
栄
一
を
好

演
し
て
い
る
主
役
吉
沢
亮

さ
ん
の
役
ど
こ
ろ
は
、
一

生
涯
に
５００
余
の
企
業
を
育

成
し
、
約
６００
の
社
会
公
共

事
業
に
関
わ
っ
た
「
日
本

資
本
主
義
の
父
」
と
も
謳

わ
れ
る
、
波
瀾
万
丈
の
栄

一
の
生
き
様
で
あ
る
。
新

一
万
円
札
の
顔
と
し
て
も

今
注
目
さ
れ
て
い
る
。
草

彅
剛
さ
ん
演
じ
る
最
後
の

将
軍
徳
川
慶
喜
と
、
栄
一

と
の
生
涯
続
く
厚
い
信
頼

関
係
が
見
所
で
も
あ
る
●

ペ
リ
ー
来
航
か
ら
僅
か
１６

年
の
激
動
期
を
経
て
、
幕

府
が
終
焉
を
迎
え
て
か
ら

も
続
く
二
人
の
関
係
に
、

光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
●

脚
本
家
大
森
美
香
さ
ん
が

日
本
全
国
を
巻
き
込
ん
だ

動
乱
と
そ
の
後
の
時
代
を

生
き
る
二
人
の
姿
を
描
い

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
あ

る
●
こ
の
時
代
の
流
れ
を

創
り
出
し
た
の
は
、
皆
様

御
存
知
の
薩
長
土
肥
西
国

雄
藩
で
あ
る
。
し
か
し
、

慶
喜
の
生
ま
れ
た
水
戸
藩

の
動
き
も
見
逃
せ
な
い
●

吉
村
昭
さ
ん
が
小
説
「
桜

田
門
外
の
変
」「
天
狗
争

乱
」
で
描
い
た
の
は
、
徳

川
幕
府
に
計
り
知
れ
な
い

衝
撃
を
与
え
た
史
実
で
あ

る
。
再
読
を
お
勧
め
し
た

い
。�

（
Ｔ
・
Ｋ
）

　
日
公
連
は
創
立
以
来
７０

有
余
年
の
歴
史
を
持
つ
。
昭
和
２３
年
創
立
当
初
は
恩

給
制
度
、
昭
和
３４
年
か
ら
識
は
し
な
い
。
制
度
化
さ

れ
た
各
種
の
保
障
が
、
受

け
て
当
然
と
い
う
誤
解
が

生
む
の
は
や
む
を
得
な
い

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
考
え
て
み
る

と
、
我
が
国
の
社
会
保
障

制
度
構
築
に
お
け
る
先
達

の
努
力
が
、
私
た
ち
の
生

活
の
中
に
、
今
も
生
き
て

機
能
し
て
い
る
こ
と
、
受

給
す
る
年
金
額
の
中
に
先

達
の
意
志
が
隠
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
く
。
コ
ロ
ナ

禍
で
経
済
的
に
困
窮
す
る

人
が
い
る
中
で
、
一
定
額

の
年
金
の
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
額

は
多
く
の
人
の
場
合
、
現

職
時
代
に
納
め
た
保
険
料

の
額
を
遙
か
に
超
え
る
。

給
付
額
は
国
庫
、
年
金
積

立
金
の
運
用
益
と
現
職
の

保
険
料
で
賄
わ
れ
、現
在
、

給
付
額
の
７
割
を
超
え
て

現
職
の
保
険
料
が
充
て
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
事
実
を
当
然
と
受

け
止
め
る
か
、
恩
恵
と
理

解
す
る
か
、
人
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
社

会
的
存
在
と
し
て
、
繋
が

っ
て
生
き
る
こ
と
を
性
と

す
る
人
の
答
え
は
自
ず
と

定
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
公
僕
」
と
い
う
言
葉

　
令
和
３
年
度
も
い
よ
い

よ
ス
タ
ー
ト
し
た
。
令
和

３
年
度
の
社
会
保
障
制
度

に
関
す
る
要
望
事
項
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
原
案

を
作
成
、
各
委
員
会
・
理

事
会
・
評
議
委
員
会
に
書

面
で
提
案
。意
見
を
求
め
、

集
約
し
て
決
定
す
る
手
順

を
と
っ
た
。

一
項
目　
国
際
情
勢
が
ま

す
ま
す
混
迷
す
る
中
で
有

為
な
公
務
員
が
育
つ
こ

と
、
そ
の
た
め
の
待
遇
改

善
等
を
求
め
る
項
目
で
あ

る
。

二
項
目　
年
金
を
は
じ
め

社
会
保
障
費
の
安
定
し
た

給
付
財
源
を
確
保
す
る
た

め
に
、
そ
の
基
と
な
る
経

済
成
長
を
促
す
政
策
を
求

め
る
要
望
で
あ
る
。

三
項
目　
人
口
減
少
や
労

働
力
人
口
の
減
少
を
補
完

す
る
た
め
に
、
働
く
意
欲

が
あ
る
高
齢
者
や
女
性
の

社
会
参
加
を
促
し
、
６０
歳

定
年
の
延
長
を
求
め
る
要

望
で
あ
る
。

四
項
目　
現
役
世
代
の
手

取
り
賃
金
と
年
金
の
給
付

水
準
を
比
較
す
る
と
き
、

高
齢
者
が
受
け
る
年
金
か

ら
医
療
保
険
料
や
介
護
保

険
料
を
控
除
し
た
年
金
額

で
比
較
す
べ
き
。
ま
た
、

現
在
の
夫
婦
二
人
の
モ
デ

ル
年
金
と
の
比
較
だ
け
で

な
く
、
単
身
高
齢
者
世
帯

と
の
比
較
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

五
項
目　
医
療
や
介
護
保

険
制
度
の
改
革
に
当
た
り

年
金
生
活
者
の
負
担
が
過

重
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と

の
要
望
で
あ
る
。
特
に
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
窓
口

負
担
の
１
割
か
ら
２
割
へ

の
見
直
し
は
、
疾
患
が
増

え
る
高
齢
者
の
実
態
を
十

分
に
考
慮
し
て
行
わ
れ
た

い
。

六
項
目　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
対
し
、
政
治
と

国
民
の
英
知
と
努
力
に
よ

っ
て
、
国
民
の
生
活
の
安

心
・
安
定
と
日
本
経
済
の

回
復
を
目
指
す
施
策
を
要

望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
項
目
の
実
現

に
当
た
っ
て
は
、
組
織
が

政
治
・
行
政
・
地
域
に
対

し
て
発
信
力
を
強
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
会
員
増
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
前
三
者
の

信
頼
を
得
る
行
動
が
求
め

ら
れ
る
。

　
組
織
の
中
で
意
思
疎
通

を
図
っ
て
活
力
を
高
め
、

署
名
活
動
等
に
よ
り
地
域

の
協
賛
を
得
て
国
会
議
員

へ
要
望
活
動
を
展
開
す

る
。
さ
ら
に
住
民
が
誇
り

を
持
つ
地
域
社
会
の
構
築

等
に
従
来
に
も
ま
し
て
積

極
的
に
参
加
す
る
べ
く
準

備
を
進
め
る
。

理
事
会
・�

�
�

２１０
回
評
議
員
会

　
３
月
の
理
事
会
・
評
議

員
会
は
書
面
で
意
見
を
集

約
す
る
形
で
催
さ
れ
た
。

①
日
公
連
が
目
指
す
も
の

■
社
会
保
障
制
度
の
持
続

性
と
次
世
代
の
生
活
の
安

定
を
願
っ
て
行
動
す
る
。

■
地
域
社
会
の
活
動
に
参

加
し
て
、
社
会
に
公
共
の

精
神
の
再
生
を
目
指
す
。

■
組
織
の
拡
充
・
強
化
を

一
層
推
進
す
る
。

②
令
和
３
年
度
の
予
算

（
別
掲
）

③
社
会
保
障
制
度
に
関
す

る
要
望
事
項�

（
別
掲
）

④
社
会
貢
献
活
動
の
推
進

　
子
供
や
支
援
を
必
要
と

す
る
人
々
が
安
全
・
安
心

に
過
ご
せ
る
地
域
社
会
の

構
築
、
知
識
や
技
術
を
活

か
し
て
仲
間
と
活
動
し
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
努
め

る
。

⑤
組
織
の
拡
充
・
強
化

　
１
年
を
４
期
に
分
け
、

年
間
を
通
し
て
、
組
織
の

役
割
を
共
通
理
解
し
、
組

織
再
生
に
努
め
る
。

⑥
女
性
部
の
活
動

　
女
性
会
員
個
々
の
能
力

・
知
恵
、
組
織
力
を
活
か

し
て
、
会
員
増
と
社
会
貢

献
活
動
を
展
開
す
る
。

⑦
退
公
連
新
聞
の
編
集

　
世
界
と
社
会
の
変
化
を

見
詰
め
、新
し
い
価
値
観
、

望
ま
し
い
社
会
像
、
日
公

連
・
退
公
連
像
、
会
員
像

を
追
求
す
る
新
聞
に
と
願

い
編
集
に
当
た
る
。

令和３年度予算
３．４／１～４．３／３１

単位：円
収　入　の　部

分担金収入 ５２，７０５，０００ 
事業収入 ３，５００，０００ 
雑収入 ４０１，０００ 
経常収益計 ５６，６０６，０００ 

支　出　の　部
実施事業費 ３６，１９４，０００ 

（各種委員会・機関誌発行等）
その他事業費 ２２，７５６，０００ 

（全国大会・研修会等）
管理費 ６，４４０，０００ 

（理事会・消耗品費等）
経常費用計 ６５，３９０，０００ 
当期経常増減額 ▲ ８，７８４，０００

を
久
し
ぶ
り
に
新
聞
で
見

た
。
こ
の
言
葉
に
共
感
し

職
務
に
精
励
さ
れ
た
会
員

の
方
々
も
お
ら
れ
る
。
最

近
の
東
日
本
大
震
災
の
特

集
記
事
の
中
に
市
町
村
職

員
や
自
衛
隊
の
方
々
の
当

時
の
活
躍
が
１０
年
経
っ
た

今
も
熱
く
語
ら
れ
る
。

　
会
員
の
方
々
の
「
公
の

た
め
に
」
と
い
う
理
念
と

実
績
は
「
利
己
」
の
対
極

に
あ
る
。
先
達
の
こ
の
志

令
和
三
年
度　

社
会
保
障
制
度
改
革
に
関
す
る
要
望
事
項

一　

�

公
務
員
の
処
遇
・
有
為
な
人
材
の
確
保
に
当
た
っ
て
は　

人
事
院
勧
告
を
尊
重
す
る
と
と
も
に　

公
務
員
が

職
務
に
専
念
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
十
分
配
慮
さ
れ
た
い

一　

�

公
的
年
金
を
含
む
社
会
保
障
給
付
費
の
財
源
は　

安
定
し
た
雇
用
と
着
実
な
経
済
成
長
に
よ
る
税
収
及
び

各
種
保
険
料
収
入
の
増
加
等
に
よ
り
確
保
さ
れ
た
い

一　

�

超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
で　

労
働
力
人
口
を
確
保
す
る
た
め
に
は　

六
十
五
歳
定
年
制
の
早
期
実
現

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
及
び
女
性　

特
に
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
働
き
易
い
即
効
性
の
あ
る
労

働
環
境
の
改
善
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い

一　

�

現
役
世
代
と
の
公
的
年
金
の
給
付
水
準
比
較
に
当
た
っ
て
は　

現
役
世
代
と
同
様
に
各
種
保
険
料
等
を
年
金

か
ら
控
除
す
る
と
と
も
に　

単
身
高
齢
者
世
帯
の
増
加
に
も
留
意
し
て
実
施
さ
れ
た
い

一　

�

医
療
・
介
護
保
険
制
度
の
改
革
に
当
た
っ
て
は　

年
金
生
活
者
の
負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
配

慮
さ
れ
た
い　

特
に
後
期
高
齢
者
医
療
の
窓
口
負
担
の
見
直
し
は
慎
重
に
行
わ
れ
た
い

一　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を　

一
日
も
早
く
沈
静
化
す
る
よ
う
万
全
の
対
策
を
実
施
さ
れ
た
い

が
現
在
の
社
会
保
障
制
度

を
つ
く
っ
た
。
こ
の
制
度

の
改
善
と
存
続
は
私
た
ち

現
会
員
の
双
肩
に
か
か

る
。
自
分
が
「
受
け
る
」

こ
と
に
執
着
し
て
、「
信

義
」
に
悖
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
令
和
３
年
度
の
社
会
保

障
制
度
に
関
す
る
要
望
事

項
の
趣
旨
を
理
解
し
、
要

望
を
受
け
る
方
々
の
心
に

響
く
主
張
を
期
待
す
る
。

共
済
年
金
制

度
に
移
行
。

先
達
は
７０
余

年
に
わ
た
っ

て
両
制
度
の

基
礎
づ
く
り

に
尽
力
さ
れ

た
。

　
現
在
、
日

本
国
民
は
自

ら
の
生
活

と
、
年
金
を

含
む
社
会
保

障
制
度
と
の

関
わ
り
を
日

頃
、
特
に
意

先
達
の
想
い

先
達
の
想
い  

今
に
生
き
て

今
に
生
き
て

令
和
令
和
３３
年
度
「
要
望
事
項

年
度
「
要
望
事
項
」」
決
ま
る

決
ま
る

要
望
事
項 

そ
の
実
現
に
向
け
て

内
容
と
狙
い
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●
お
支
払
い
は
商
品
お
届
け
時

の「
代
金
引
換
」の
み
と
な
り
ま

す
。送
料
は
６
６
０
円（
税
込
）

か
ら
。地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。

１
０
、８
０
０
円（
税
込
）以
上
の
ご

注
文
は
無
料
。８
日
以
内
の
返
品
可
。

会
員
の
広
場 街歩きに集うみなさん

羽黒山の銅像

澤将監の館で説明を聞く

出雲五色天神を再現

粘土を型につめる制作過程

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

出
づ
る
日
に
灰
色
雲
の
照
ら
さ
れ
て

茜
の
色
に
染
み
て
ゆ
く
な
り

京
都
府
　
松
尾
精
郎

取
立
て
の
ほ
う
れ
ん
草
の
出
来
映
え
を

妻
と
語
り
て
夕
食
楽
し
む

熊
本
県
　
久
保
田
睦
雄

役
所
よ
り
金
婚
式
の
お
祝
い
届
く

カ
ツ
と
ワ
イ
ン
で
静
か
に
祝
ふ

愛
知
県
　
横
井
真
人

密
柑
苗
子
等
と
定
植 

我
卒
寿

実
が
な
る
迄
は
生
き
て
お
り
た
し

愛
知
県
　
金
田
文
雄

凧
上
げ
や
風
も
ほ
ど
よ
く
春
隣
り

岐
阜
県
　
髙
橋
良
明

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

き
の
う
よ
り
炊
事
洗
濯
照
れ
ワ
ー
ク

茨
城
県
　
小
髙
五
十
二

不
要
不
急
言
わ
れ
て
た
め
ら
う
医
者

通
い�

愛
知
県
　
奥
田
順
三

早
咲
き
の
桜
に
そ
っ
と
触
る
る
を
得

心
広
が
れ
り
風
冷
た
く
も

栃
木
県
　
染
谷
文
行

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

節
分
や
ケ
ア
ー
ハ
ウ
ス
に
入
る
友

岡
山
県
　
山
上
隆
恵

か
け
て
い
る
め
が
ね
を
探
し
て
笑
わ
れ

る�

愛
知
県
　
小
笠
原
幸
男

手
あ
ら
い
に
た
っ
ぷ
り
時
間
新
く
ら
し

栃
木
県
　
舘
野
　
博

ゲ
ン
コ
ツ
の
助
け
を
借
り
て
席
を
立
つ

愛
知
県
　
山
﨑
延
次

寒
鯉
や
じ
っ
と
静
か
に
水
の
底

和
歌
山
県
　
永
田
卓
三

雛
飾
り
百
五
の
母
の
頬
笑
み
て

大
分
県
　
二
宮
カ
オ
ル

時
を
経
て
集
う
笑
顔
や
春
う
ら
ら

愛
知
県
　
田
中
佳
子

心豊かに心豊かに

　
好
き
な
言
葉
に
「
初

心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
が

あ
る
。
去
る
２
月
中
旬

の
夜
に
、

震
度
６
の

地
震
が
あ

っ
た
。
あ

の
東
日
本
大
震
災
・
福

島
原
発
事
故
か
ら
１０
年

の
節
目
の
〝
き
つ
い
〟

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
い

た
。
勿
論
、
大
地
震
を
忘

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
の
１０
年
前
の
「
地

震
対
策
の
決
心
」
も
時
が

経
ち
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
と

そ
の
ま
ま
に
し
た
た
め
、

家
の
中
は
ひ
ど
い
状
態
と

な
っ
た
。
あ
わ
て
て
今
度

こ
そ
と
、対
策
に
走
っ
た
。

当
然
で
す
が
、
常
の
備

え
の
大
切
さ
の
再
認
識

で
す
。

　
福
島
県
は
未
だ
復
興

途
上
で
す
。
現
下
の
コ

ロ
ナ
禍
に

あ
る
退
公

連
も
「
私

た
ち
は
忘

れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
方

を
」
を
心
に
、
当
初
の

想
い
を
継
続
し
て
い
か

な
け
れ
ば
・
・
・
。

「
初
一
念
」

福
島
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
室
井
　
勝

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
西
蒲
・
燕
支
部
で
は
平
成
２７
年
度
か
ら
地
域
内
の
街
歩
き
を
通
し
て
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
き
た
。
平
成
３０
年
度
か
ら
は
県
の
組
織
活
性
化
モ
デ
ル

事
業
の
助
成
を
受
け
、
一
層
充
実
し
た
取
組
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

新
潟
県
退
職
公
務
員
連
盟
西
蒲
・
燕
支
部
研
修
部
長
　
武
藤
　
眞
理
子

いきいき退公連

新潟県連の巻

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸

中
期
か
ら
昭
和
の
初
頭
ま
で
。

初
節
句
の
お
祝
い
と
し
て
生
活

の
中
に
定
着
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
４５
年
、
幕
末
に
建
て
ら

れ
た
あ
る
商
家
の
改
築
の
折

に
、土
中
か
ら
発
見
さ
れ
た「
土

天
神
」
の
型
を
も
と
に
、
儒
教

の「
五
常
の
礼
節
」で
あ
る「
仁

・
義
・
礼
・
智
・
信
」
を
五
体

　
島
根
県
の
伝
統
工
芸
品
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
た
「
出
雲
五

色
天
神
」の
再
復
活
を
目
指
し
、

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　
出
雲
五
色
天
神
は
、
当
出
雲

地
方
に
深
い
ご
縁
の
あ
る
天
神

様
（
菅
原
道
真
公
）
へ
の
信
仰

を
背
景
と
す
る
「
土
天
神
」
を

起
源
と
し
て
い
ま
す
。
暮
ら
し

の
中
で
、
崇
め
な
が
ら
愛
玩
さ

で
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
黒
・
青

・
白
・
赤
・
緑
」
の
五
色
に
彩

り
、
古
式
に
の
っ
と
り
復
元
さ

れ
ま
し
た
。
復
元
に
取
り
組
ん

だ
の
は
出
西
釜
の
関
係
者
。「
土

天
神
」
の
型
の
古
雅
な
美
し
さ

に
魅
せ
ら
れ
、
ぜ
ひ
こ
の
幻
の

天
神
を
再
現
し
た
い
と
願
っ
た

か
ら
で
す
。

　
平
成
１０
年
頃
ま
で
制
作
は
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
途
絶
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
再
復
活
を
目
指
し

模
索
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
に
県
退
公
連
簸
川

支
部
斐
川
部
会
で
、
出
西
釜
の

指
導
を
得
て
、
地
域
貢
献
活
動

と
し
て
再
び
復
活
に
取
り
組
み

作
品
が
凡
そ
５
ヶ
月
で
完
成
し

ま
し
た
。

　
制
作
過
程
は
、
粘
土
を
型
に

つ
め
て
の
型
出
し
、
成
形
、
自

然
乾
燥
２０
日
か
ら
３０
日
。
そ
し

て
８００
度
で
の
素
焼
き
、
五
色
の

色
づ
け
で
完
成
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
、

け
で
な
く
、
そ
の
生
き
方

や
人
柄
ま
で
解
説
し
て
頂

い
た
。
地
域
の
文
化
、
伝

統
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
先
人
の
生
き
方
も
伝
え

た
い
と
い
う
熱
意
に
感
銘

　
令
和
２
年
度
は
新
潟
市

の
西
方
、
西
蒲
区
中
之
口

地
区
の
街
歩
き
を
行
っ

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
検
温
、
手

指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用

な
ど
の
対
策
を
と
り
、
２１

名
の
会
員
を
五
つ
の
小
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
実
施
し

た
。

　
三
十
六
代
横
綱
羽
黒

山
、
東
映
を
創
業
し
た
大

川
博
な
ど
、
中
之
口
出
身

の
著
名
人
の
資
料
を
展
示

す
る
中
之
口
先
人
館
を
皮

切
り
に
羽
黒
神
社
、
羽
黒

山
の
銅
像
、
澤
将
監
の
館

を
見
学
し
た
。

「
多
く
の
学
者
や
実
業

家
、
関
取
な
ど
の
功
績
だ

を
受
け
た
。」

「
先
人
館
で
は
羽
黒
山
と

大
川
博
の
生
き
方
か
ら
相

撲
と
映
画
に
夢
中
だ
っ
た

子
ど
も
の
頃
に
戻
っ
た
。

ま
た
、
澤
将
監
の
館
で
は

甲
斐
武
田
氏
の
家
臣
で
あ

っ
た
初
代
将
監
か
ら
新
田

開
発
に
力
を
注
い
だ
澤
家

の
努
力
と
暮
ら
し
ぶ
り
を

想
像
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
地
元
の
歴
史
と
文
化

を
大
切
に
し
て
発
信
す
る

中
之
口
地
域
の
取
組
に
敬

意
を
表
す
る
。」な
ど
多
く

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
昼
食
は
地
元
の
料
亭
で

歓
談
し
な
が
ら
名
物
の
そ

ば
懐
石
を
い
た
だ
く
。
バ

イ
キ
ン
グ
形
式
で
小
鉢
に

身
近
な
地
域
の
歴
史
や

身
近
な
地
域
の
歴
史
や  

文
化
に
触
れ
な
が
ら

文
化
に
触
れ
な
が
ら

会
員
同
士
の
絆
を
深
め
る

会
員
同
士
の
絆
を
深
め
る

「
出
雲
五
色
天
神
」
の

　
　
　
再
復
活
を
目
指
し
て

島
根
県
退
職
公
務
員
連
盟
簸
川
支
部
長
　
青
木
　
誠
　

　
本
や
新
聞
の
ペ
ー
ジ
を

め
く
る
の
に
苦
労
が
あ

る
。
つ
い
先
頃
ま
で
出
来

て
い
た
こ
と
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
こ
ん
な
経
験

を
お
持
ち
の
方
も
お
ら
れ

る
。
脳
の
神
経
細
胞
が
減

制
作
の
た
め
の
拠
点
づ
く
り
と

作
品
が
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
誕

生
の
お
祝
い・節
句
の
贈
物・学

業
成
就
の
飾
り
と
し
て
如
何
に

普
及
さ
せ
、
地
域
貢
献
活
動
と

し
て
継
続
・
発
展
さ
せ
て
ゆ
く

か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

っ
て
い
く
こ
と
に
よ
る
と

脳
科
学
は
い
う
。

　
新
し
い
年
度
が
始
ま
っ

た
。「
見
た
い
」「
知
り
た
い
」

「
や
っ
て
み
た
い
」
様
々

な
思
い
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

始
め
ら
れ
た
ら
。
先
延
ば

し
し
て
く
よ
く
よ
考
え
る

よ
り
も
心
が
落
ち
着
く
。

　
俳
句
、
園
芸
、
子
供
の

見
守
り
、
街
の
ゴ
ミ
拾
い

等
々
興
味
あ
る
こ
と
、
普

段
気
に
な
る
近
所
の
こ
と

に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
み

ら
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う
。
好
奇
心
は
最
高
の
脳

の
栄
養
と
い
わ
れ
る
。

し
、
土
産
に
購
入
し
た
。

　
初
め
て
参
加
し
た
会
員

か
ら
「
交
流
と
親
睦
を
深

め
る
よ
い
機
会
に
な
っ

た
。
生
き
て
元
気
で
い
れ

ば
来
年
の
地
域
探
訪
に
も

参
加
し
た
い
。
感
謝
。」

と
う
れ
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
た
。

盛
り
付
け
ら
れ
た

料
理
の
中
か
ら
食

べ
た
い
物
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。

　
昼
食
後
は
地
元

名
産
の
お
菓
子

「
豆
天
」
の
製
造

元
の
見
学
で
あ

る
。
い
ろ
い
ろ
な

味
の
豆
天
を
試
食
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